
　
前
大
会
の
宮
城
全
共
か
ら
第
４
区
（
系

統
雌
牛
群
）
を
発
展
的
に
解
消
（
若
雄
、

繁
殖
雌
牛
群
に
継
承
）
し
、
従
来
の
第

８
区
（
若
雄
後
代
検
定
牛
群
）
を
休
止

し
た
。
新
た
な
４
区
（
繁
殖
雌
牛
群
）は
、

今
大
会
か
ら
雌
牛
で
も
地
域
の
特
色
あ
る

血
統
を
確
保
す
る
た
め
、
母
系
３
代
（
そ

の
牛
、
母
、
母
方
の
祖
母
）
が
自
道
府

県
産
で
あ
る
こ
と
を
出
品
条
件
に
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
脂
肪
の
質
の

改
良
に
向
け
た
肉
牛
区
（
第
７
区
＝
脂
肪

の
質
評
価
群
）
を
新
設
。
脂
肪
交
雑
に

力
を
入
れ
て
き
た
和
牛
の
改
良
を
、
脂
肪

の
量
か
ら
質
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
。「
和
牛
新
時
代
」
の
象
徴
と
も
い

わ
れ
、消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
ふ
ま
え
た
。

　
各
区
最
高
位
の
優
等
賞
１
席
は
、
開

催
地
・
鹿
児
島
県
が
、
大
会
の
〝
花
形
〞

と
さ
れ
る
第
６
区
（
総
合
評
価
群
）
を

含
め
、
６
つ
の
区
で
獲
得
。
宮
崎
県
が
第

７
区
な
ど
２
つ
、
大
分
県
が
１
つ
の
区
（
２

区
＝
若
雌
の
１
）
で
同
１
席
に
選
ば
れ
た
。

九
州
勢
が
優
等
賞
１
席
を
独
占
し
た
。

　
名
誉
賞
は
、
各
出
品
区
の
最
高
位
・

優
等
賞
１
席
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高

位
と
し
て
選
ん
だ
。
優
れ
た
子
牛
を
作
る

能
力
を
評
価
す
る
「
種
牛
の
部
」
で
は
、

第
４
区
優
等
賞
１
席
の
鹿
児
島
県
、
枝

肉
を
審
査
す
る
「
肉
牛
の
部
」
は
、
第

７
区
同
１
席
の
宮
崎
県
を
選
ん
だ
。
鹿
児

島
県
が
「
種
牛
の
部
」
で
名
誉
賞
を
獲

得
し
た
の
は
１
９
９
２
年
の
大
分
全
共
以

来
で
、
６
大
会
ぶ
り
。
宮
崎
県
の
「
肉
牛

の
部
」
名
誉
賞
は
、
２
０
１
７
年
の
宮
城

全
共
に
続
い
て
２
大
会
連
続
と
な
っ
た
。

　「
種
牛
の
部
」
で
名
誉
賞
を
獲
得
し
た

鹿
児
島
県
の
姶
良
和
牛
育
種
組
合
は
、

「
地
域
の
特
色
あ
る
牛
づ
く
り
を
（
飼
い
や

す
さ
や
繁
殖
能
力
に
つ
な
が
る
）
種
牛
性

と
い
う
形
で
表
現
し
て
い
た
」
と
評
価
さ

れ
た
。

　「
肉
牛
の
部
」
で
名
誉
賞
を
獲
得
し
た

宮
崎
県
は
和
牛
の
「
お
い
し
さ
」
の
新
指

標
と
し
て
注
目
さ
れ
る
一
価
不
飽
和
脂
肪

酸
（
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
）
予
測
値
の
平
均
値
が

６３
・
４
％
。
同
区
の
全
出
品
群
の
中
で
最

も
高
く
、「
お
い
し
い
牛
肉
の
先
駆
け
と
な

る
こ
と
を
期
待
し
た
い
」
と
講
評
さ
れ
た
。

　
産
地
の
総
合
的
な
成
績
に
当
た
る
「
出

品
団
体
表
彰
」
は
、兵
庫
、大
分
、宮
崎
、

鹿
児
島
の
各
県
が
受
賞
し
た
。
今
大
会

か
ら
順
位
は
つ
け
ず
、①
特
別
区
を
除
く

五
つ
以
上
の
区
に
出
品
②
出
品
し
た
全
て

の
区
で
上
位
の
「
優
等
賞
」
を
獲
得

│
の
基
準
を
満
た
し
た
全
産
地
を
表

彰
し
た
。

「
和
牛
新
時
代
」の
幕
開
け

九
州
勢
が
優
等
賞
1
席
を
独
占

「種牛の部」で名誉賞を受賞した鹿児島県のパレード

　
１
９
６
６
年
に
岡
山
県
で
開
か
れ
て
以

来
、
今
大
会
で
１２
回
目
と
な
る
全
共
。

５
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、「
和
牛
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県

で
の
開
催
は
７０
年
以
来
２
度
目
で
、
同
一

県
で
の
２
回
目
開
催
は
初
め
て
。

　
今
回
は
種
牛
２
４
８
頭
、
肉
牛
１
６
６

頭
、
特
別
区
２４
頭
の
計
４
３
８
頭
が
出

品
さ
れ
た
。「
和
牛
新
時
代
　
地
域
か
が

や
く
和
牛
力
」
を
開
催
テ
ー
マ
に
、
こ
れ

ま
で
の
方
針
を
踏
襲
す
る
と
と
も
に
新
た

な
改
良
目
標
と
し
て
、
お
い
し
さ
に
関
係

やすこ

てるはな

さき

尚栄

弥土５２の３

第３３凛太郎

華春福
安茂勝
美穂国
安福久
喜亀忠
喜亀忠
平茂勝
安福久
華春福
華春福
若百合
華春福
安福久
百合茂
若百合
華春福

しらきこはま２４
さだふじ
まいみほ
やすふく
てるただ
はるよし
きりこ
こづる
なつみ
すみれ
いつみ９
はなみ
かりな
はるか
第4しまま１０
そくこ１１５

喜亀忠
隆之森
耕富士
華春福
華春福
幸紀雄
安福久
華春福
喜亀忠
安亀忠
安亀忠
安亀忠
安亀忠
安亀忠
安亀忠
安亀忠

白浜喜
さだの５
こうみほ
やすこ
てるはな
さき
こづる
なつみ
さくら
すみれひめ
いつみ9２
ひでこ
かりなきよ
亀吉
誠司３７
速子１１５４

鹿児島県肉用牛改良研究所
後藤　克寿
林　秋廣
拵　正人
藤山　粋
落合　新太郎
宮園　春雄
宮園　春雄
宮園　春雄
鶴田　くみ
上別府　槇
上別府　槇
前田　龍二
(有)江籠畜産
(株)中山畜産
新地　正清

鹿児島県
大分県
宮崎県

若雄
若雌の１
若雌の２

繁殖雌牛群

高等登録群

総合評価群

鹿児島県
姶良和牛育種組合

鹿児島県
鹿児島県支部曽於支所

種牛群・鹿児島県
肝属和牛育種組合

肉牛群・鹿児島県

拵　正人

藤山　粋

落合　新太郎

佐藤　孝輔

有限会社　馬場牧場

神田　譲市

出品区 出品県・組合 出品者名 名号

種牛の部
第４区

肉牛の部
第7区

鹿児島県
姶良和牛育種
組合

宮崎県

表1. 名誉賞（内閣総理大臣賞）

出品区 出品者名出品県・組合 名号 血統
母方祖父母父

表2.【種牛の部】各出品区優等賞1席

鹿
児
島
全
共

同
じ
県
で
2
回
目
は
史
上
初

　
和
牛
の
能
力
や
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
を
目
指
す
第
12
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

（
以
下
、
全
共
）が
10
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
、
鹿
児
島
県
霧
島
市
と
南
九
州
市
の
２
会

場
で
開
か
れ
た
。
過
去
最
多
の
41
道
府
県
か
ら
参
加
し
た
生
産
者
が
、
和
牛
の
改
良
成

果
や
枝
肉
の
優
良
性
を
披
露
。
会
場
に
は
５
日
間
で
約
31
万
人
が
来
場
す
る
な
ど
、
活

気
を
見
せ
た
。あ

い
ら

1区
2区
3区

4区

5区

6区

す
る
「
脂
肪
の
質
」
に
も
着
目
。
脂
肪
の

質
の
育
種
価
評
価
の
実
施
を
条
件
に
加
え

る
と
と
も
に
、
食
味
性
の
向
上
に
寄
与
す

る
種
雄
牛
の
発
掘
を
促
す
よ
う
年
齢
制

限
を
し
た
。種牛の部会場

肉牛の部会場

鹿児島県

第12回

和牛
全国

能力
共進会

令
和
初
開
催
！

「
和
牛
新
時
代  

地
域
か
が
や
く
和
牛
力
」

 

41
道
府
県
か
ら
計
４
３
８
頭
が
集
結
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第
５
区
は
、
直
系
３
代
（
直
接
血
の
つ

な
が
っ
た
母
・
娘
・
孫
娘
）
の
雌
牛
３
頭

を
一
群
と
し
て
出
品
し
、
３
代
に
わ
た
っ
て

長
所
が
受
け
継
が
れ
た
か
な
ど
改
良
成
果

を
確
認
し
た
。
鹿
児
島
県
が
優
等
賞
１

席
を
獲
得
。「
初
の
全
共
出
品
で
栄
冠
を

手
に
し
た
。
発
育
良
好
で
、
特
に
中
駆
の

態
様
の
強
さ
や
、
３
頭
の
身
体
の
締
ま
り

が
よ
く
似
て
い
る
」
と
評
価
さ
れ
た
。
出

品
し
た
鹿
屋
市
の
宮
園
春
雄
さ
ん
は
「
出

品
牛
は
素
質
が
良
く
、
自
然
に
育
て
た
ら

良
い
牛
に
な
っ
た
。
最
高
の
気
持
ち
だ
」

と
喜
ん
だ
。

　
肉
牛
の
部
の
枝
肉
セ
リ
は
、
注
目
の
新

設
区
・
第
７
区
（
脂
肪
の
質
評
価
群
）

で
優
等
賞
１
席
に
輝
い
た
宮
崎
県
高
千
穂

町
の
佐
藤
孝
輔
さ
ん
の
出
品
枝
肉
が
、
１

㎏
１０
万
円
（
税
別
）
の
過
去
最
高
値
で

落
札
さ
れ
た
。
佐
藤
さ
ん
は
名
誉
賞
も
受

賞
し
、
脂
肪
の
質
を
重
視
し
た
今
大
会
の

テ
ー
マ
「
和
牛
新
時
代
」
の
幕
開
け
を
印

象
づ
け
た
。

　
今
大
会
か
ら
新
設
さ
れ
た
第
７
区
（
脂

肪
の
質
評
価
群
）
は
、
脂
肪
交
雑
を
偏

重
し
て
き
た
和
牛
改
良
に
新
た
な
方
向
性

を
示
す
た
め
、「
脂
肪
の
質
」
を
重
視
。

　
第
６
区
は
、
同
じ
種
雄
牛
を
父
に
持
つ

生
体
の
雌
牛
（
種
牛
群
）
４
頭
と
、
去

勢
肥
育
牛
３
頭
の
枝
肉
（
肉
牛
群
）
の

両
方
を
審
査
す
る
。
種
牛
・
産
肉
能
力

を
合
わ
せ
て
評
価
す
る
た
め
、大
会
の
〝
花

形
〞
と
し
て
重
視
さ
れ
る
区
だ
。
各
地
域

の
改
良
成
果
を
確
認
す
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
お
り
、
鹿
児
島
県
が
い
ず
れ
も
２
位

と
な
り
、
総
合
成
績
で
初
の
同
区
優
等

賞
１
席
と
な
っ
た
。
種
牛
群
の
審
査
講
評

で
は
「
輪
郭
の
鮮
明
さ
な
ど
、
種
牛
性
に

優
れ
て
い
る
」
と
評
価
を
受
け
、
肉
牛
群

で
は
突
出
し
た
堂
々
と
し
た
枝
肉
と
交
雑

脂
肪
の
細
や
か
さ
が
評
価
さ
れ
た
。

セリ会場

５区で優等賞１席を獲得した鹿児島県の出品牛

【
特
集
】種
牛
の
部

第
５
区
・
花
の
第
６
区

　
第
８
区
（
去
勢
肥
育
牛
）
は
鹿
児
島

県
鹿
屋
市
の
う
し
の
中
山
（
中
山
高
司

さ
ん
）
が
優
等
賞
１
席
に
輝
き
、
最
優
秀

枝
肉
賞
も
受
賞
し
た
。
枝
肉
は
１
㎏
５

万
６
１
４
０
円
の
高
値
で
落
札
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
６
区
（
総
合
評
価
群
）
の
肉

牛
群
序
列
１
位
は
、
島
根
県
が
勝
ち
取
っ

た
。
審
査
講
評
で
島
根
県
は
「
脂
肪
の

質
が
優
れ
て
お
り
、
肉
量
と
肉
質
を
含
め

た
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
良
か
っ
た
」
と
評

価
さ
れ
た
。

第
８
区
１
席
は
鹿
児
島
県

第
６
区
肉
牛
群
序
列
１
位
は
島
根
県

最
高
値
１
㎏
10
万
円
で
落
札

第
７
区
１
席
の
佐
藤
さ
ん（
宮
崎
県
）

【
特
集
】肉
牛
の
部（
６
〜
８
区
）

脂
肪
交
雑
↓
脂
肪
の
質
を
重
視

上
位
入
賞
に
は
、
和
牛
の
風
味
な
ど
に
関

係
す
る
と
さ
れ
る
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
の
Ｍ
Ｕ

Ｆ
Ａ
の
数
値
が
カ
ギ
を
握
る
と
さ
れ
る
。

　
最
高
値
と
な
っ
た
佐
藤
さ
ん
の
出
品
牛

は
脂
肪
の
質
に
優
れ
、Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ａ
の
予
測
値

は
６５
・
１
と
、
第
７
区
ト
ッ
プ
の
数
値
だ
っ

た
。
格
付
け
は
Ａ
５
等
級
で
、Ｂ
Ｍ
Ｓ
№

１２
、
枝
肉
重
量
は
４
３
６
・
９
㎏
。
血
統

は
父
「
第
５
安
栄
」、母
の
父
「
勝
平
正
」。

　
佐
藤
さ
ん
は
元
Ｊ
Ａ
職
員
で
、
結
婚
を

機
に
２５
歳
で
初
め
て
和
牛
の
世
界
に
飛
び

込
ん
だ
。
家
族
や
先
輩
、Ｊ
Ａ
の
指
導
を

一
生
懸
命
吸
収
し
、
牛
に
ス
ト
レス
を
与
え

な
い
飼
養
管
理
に
注
力
し
て
き
た
。
佐
藤

さ
ん
は
「
畜
産
を
取
り
巻
く
環
境
は
と
て

も
厳
し
い
が
、
就
農
を
目
指
す
若
い
人
た

ち
に
少
し
で
も
夢
を
与
え
ら
れ
た
ら
嬉
し

い
」
と
前
を
向
く
。

うまいねと
いってもらえる
肉をこれからも

－ 名 誉 賞 －

肉牛の部（宮崎県）

提供：公益社団法人全国和牛登録協会

佐藤孝輔さん：感無量で、嬉しいという言葉で一杯だ。
出品できた牛に感謝。本当にたくさんの仲間たちが支えて
くれたので、支えてくれた宮崎県の仲間たちに感謝してい
る。高値で購買してくれた会社にも感謝したい。
馬場幸成さん：このような素晴らしい賞を受賞できて嬉
しい。地域の仲間のおかげだ。賞は、生産に携わった全
員に贈りたい。それほど助けてもらい、ここまでやって来
ることができた。第７区は、食べた時に「おいしい」といっ
てもらえる区だと思っている。皆さんに食べてもらって「お
いしい！ 宮崎牛は本当にうまいね」といってもらえる肉を
これからも作っていきたい。
神田譲市さん：今回の全共は、「和牛新時代　地域かが
やく和牛力」というテーマがあり、それを目標に頑張って
きた。目標通り、日本一をとることができ、これ以上の喜
びはない。

先人が築いた
礎の上に
成り立っている
種牛の部（鹿児島県）

落合新太郎さん：地元開催で「日本一を！」という機運
が高く、自分たちもそういう思いでやってきたので、名誉
賞を獲得できて嬉しい。序列を決める時、鹿児島の名前
が呼ばれるたびに応援席からひと際大きな拍手が聞こえ、
鳥肌が立った。
藤山粋さん：前回大会から鹿児島県の出品者ブースがす
ごく協力的で、地区を超えてやってきた。今回は更に上を
目指そうということで、大会関係者も県内の生産者も
「チーム鹿児島」として地域が一丸となっていた。改良は
一朝一夕ではできず、これまで礎を築いてくださった先人
たちの歴史の中に僕たちがいて、和牛の評価はその上に
成り立っていると思っている。
栫正人さん：今大会が初めての参加。皆で力を合わせて
受賞できて本当によかった。自分の力だけではどうするこ
ともできなかった。一方で、ここからが勝負だと思っている。
今以上のことを考えないと、次の大会では勝てない。

かこい

林　秋廣
姶良和牛育種組合
西臼杵支所
西臼杵支所
美方郡和牛育種組合
(有)江籠畜産
(株)中山畜産
新地　正清

佐藤　孝輔
有限会社　馬場牧場
神田　譲市
（有）金子ファーム
島根県立出雲農林高等学校

宮崎県
鹿児島県
宮崎県
宮崎県
兵庫県

鹿児島県

島根県

宮崎県

青森県
島根県

第3区
第4区
第4区
第6区
第6区

第6区

第6区

第7区

第8区
特別区

出品組合・出品者名出品県出品区
表3. 特別賞表4.【肉牛の部】各出品区優等賞1席（6区は序列1位）

体積・均称賞
品位賞
背腰賞
斉一性賞
資質賞

交雑脂肪の形状賞

脂肪の質賞

脂肪の質の斉一賞

脂肪の質と形状賞
顔品賞

賞

ＪＡしまね雲南地区本部
吉田肥育センター

左から佐藤さん、馬場さん、神田さん 左から落合さん、藤山さん、拵(かこい)さん

第７区優等賞１席の
佐藤孝輔さん（宮崎県）

52.3

54.9

67.4

65.1

62.6

62.6

58.1

MUFA
予測値

12

12

8

12

11

11

12

BMS
No.

8.1

8.4

7.9

7.7

6.7

10.2

8.3

バラの厚さ
（㎝）

77.0

78.6

74.8

77.0

74.8

74.9

78.6

歩留
（％）

499.0

450.9

491.2

436.9

392.8

478.6

565.5

枝肉重量
（㎏）

久茂福

久茂福

久茂福

第５安栄

第５安栄

第５安栄

華忠良

柿丸

薩摩王

霞久茂４３２

尚栄

弥土５２の３

第３３凛太郎

南迫

島根県

宮崎県

鹿児島県

総合評価群
肉牛群

去勢肥育牛

脂肪の質
評価群

第6区

第7区

第8区

16

17

18

73

74

75

148

778

673

760

693

630

729

865

生体重
（㎏）父

77

81

66

73

56

56

97

ロース芯
面積
（㎠）

出品区 出品県 出品
番号 名号

安福久

安福久

恵茂勝

勝平正

美穂国

真華盛

百合茂

血統

母方祖父

平茂勝

平茂勝

平茂勝

福桜（宮崎）

上茂福

勝平正

安福久

母方曽祖父

第6区（総合評価群・肉牛群）、第7区（脂肪の質評価群）の優等賞1席を受賞した牛群の枝肉は、ちくさんクラブ21のWebサイト（https://www.chikusan-club21.jp）で
ご覧いただけます。

1㎏10万円で落札された枝肉

提供：公益社団法人全国和牛登録協会

第8区 去勢肥育牛 優等賞1席の枝肉
（鹿児島県）

第６区 総合評価群・肉牛群 序列１位の枝肉
（島根県）
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鹿
児
島
全
共
か
ら
新
た
に
設
け
ら
れ
た

高
校
・
農
業
大
学
校
が
対
象
の
特
別
区
。

２４
道
県
が
参
加
し
、
未
来
の
担
い
手
の
育

成
と
確
保
、
和
牛
への
理
解
醸
成
を
目
的

に
、
学
校
で
生
産
・
飼
養
し
た
１４
〜
２０
カ

月
齢
未
満
の
雌
牛
１
頭
の
評
価
と
、
生

徒
・
学
校
に
よ
る
取
り
組
み
発
表
も
審
査

の
対
象
に
し
た
。「
し
え
な
」（
父
＝
華
忠

良
、
母
の
父
＝
福
華
１
、
以
下
同
）
を

出
品
し
た
鹿
児
島
県
立
曽
於
高
校
が
優

等
賞
１
席
に
輝
い
た
。

　
出
品
牛
の
審
査
講
評
で
「
し
え
な
」
は

「
体
上
線
が
平
直
で
輪
郭
が
鮮
明
」
と
の

評
価
を
受
け
た
。
引
き
手
を
務
め
た
同

校
３
年
の
矢
野
輝
星
さ
ん
は
「
と
て
も
嬉

し
い
。
最
初
か
ら
い
う
こ
と
を
聞
い
て
く
れ

て
、
本
番
で
は
き
つ
い
姿
勢
な
の
に
数
十

分
も
き
れ
い
に
立
っ
て
く
れ
た
。
指
導
し
て

く
れ
た
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
や
地
域
の
農
家
へ

　
７
日
に
は
、
和
牛
の
能
力
を
見
極
め
る

力
を
競
う
「
和
牛
審
査
競
技
会
」
も
開

催
さ
れ
、
６０
人
の
農
高
生
、
若
手
後
継

者
ら
が
参
加
し
た
。
全
共
の
審
査
の
よ
う

に
、
外
見
か
ら
能
力
を
見
る
目
を
養
う
の

が
目
的
。
高
校
生
の
部
で
福
島
県
立
磐

城
農
業
高
校
２
年
の
岡
部
美
知
留
さ
ん
、

農
家
が
対
象
の
女
性
・
後
継
者
の
部
で

群
馬
県
沼
田
市
の
武
井
洋
太
さ
ん
が
最

優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
ま
た
、
前
日
の
夜
に
は
特
別
区
に
出
場

し
た
高
校
生
、
大
学
校
生
の
歓
迎
交
流

会
が
開
か
れ
た
。
出
場
校
に
加
え
、
運
営

に
協
力
し
た
県
内
農
高
生
や
教
員
も
含

め
、
約
２
２
０
人
が
参
加
。
鹿
児
島
産
の

牛
肉
や
豚
肉
の
バー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
に
舌
鼓
を

打
ち
、
他
校
と
の
交
流
で
盛
り
上
がっ
た
。

未
来
の
担
い
手
た
ち
が

切
磋
琢
磨

連日大賑わいの全農ブース
来場者へ事業をPR

【
特
集
】特
別
区

高
校
生
及
び
農
業
大
学
校

和
牛
審
査
競
技
会
、

交
流
会
で
他
校
と
交
流

を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
産
地
を
Ｐ
Ｒ
す
る
ブ
ー
ス
で
は
「
熱
い
思

い
を
貫
け
！
　
北
海
道
和
牛
」
と
書
か
れ

た
ピ
ン
ク
色
の
タ
オ
ル
な
ど
を
販
売
し
た
ほ

か
、
訪
れ
た
子
ど
も
ら
に
リ
ー
フ
レッ
ト
が

入
っ
た
布
製
の
袋
を
配
布
し
た
。
ま
た
、

ホ
ク
レ
ン
は
道
産
和
牛
の
試
食
ブ
ー
ス
を
設

置
。
整
理
券
を
買
っ
た
訪
問
者
に
、
作
り

た
て
の
和
牛
入
り
シ
チ
ュ
ー
を
振
る
舞
っ
た
。

　
次
回
北
海
道
全
共
の
開
催
時
期
は
、

２
０
２
７
年
９
月
上
旬
〜
１０
月
上
旬
の
５

日
間
を
想
定
。
出
品
頭
数
は
種
牛
の
部

子
ど
も
た
ち
に
北
海
道
全
共
を
P
R
す
る
ブ
ー
ス
関
係
者
㊨

生産者らに向けてスピーチする岸田文雄首相

　　
閉
会
式
に
は
岸
田
文
雄
首
相
が
出
席

し
、
生
産
者
ら
に
名
誉
賞
（
内
閣
総
理

大
臣
賞
）
を
授
与
し
た
。
現
役
の
首
相
が

全
共
の
閉
会
式
に
出
席
す
る
の
は
、
今
大

会
が
初
。
閉
会
後
、
名
誉
賞
を
受
賞
し

た
種
牛
を
見
学
し
、
受
賞
者
ら
を
労
っ
た
。

♢
　
♢
　
♢

　
次
回
の
全
共
開
催
地
で
あ
る
北
海
道

の
関
連
団
体
が
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
開
催

閉
会
式
に
初
め
て
首
相
が
出
席

次
回
開
催
地
の
北
海
道
が
P
R

　ＪＡ全農は鹿児島全共にブースを出展し、来場した農家に畜
産分野での全農の取り組みを直接アピールした。設置されたス
ケルトンのブースはひと際目を引き、多くの人がブースに訪れた。
訪れた農家などは展示を通じて全農の取り組みに理解を示して
いた。
　特設ブースには、大きく分けて６つの展示を通して畜産生産部
が取り組んでいる事業を紹介した。中でも配合飼料事業に関す
る展示では、全農グループが行うトウモロコシなど輸入飼料の調
達から農家に届くまでを図や写真を使って説明。調達などを担う
系列会社も紹介し、全農が誇る海外ネットワークを訪れた人に
伝えた。また、全農が主催する高校生が主役の「和牛甲子園」
の紹介ビデオには、多くの高校生たちが足をとめていた。
　全農の研究所や、研究所が開発した商品などについても、大
小のパネルを使って説明した。研究所の職員もブースで、農家と
意見交換をした。

の
恩
返
し
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

　
同
２
席
に
は
宮
崎
県
立
小
林
秀
峰
高

校
の
出
品
牛
「
ま
ひ
ろ
」（
光
圀
久
、
秀

正
実
）、
同
３
席
に
は
岩
手
県
立
水
沢
農

業
高
校
の「
み
ず
の
う
れ
い
か
」（
菊
福
秀
、

隆
之
国
）
が
選
ば
れ
た
。

福華1

秀正実

隆之国

利花

久茂福

華忠良

光圀久

菊福秀

藤初花

百合五月

しえな

まひろ

みずのうれいか

いろは

すずらん

席 出品県・校名 出品牛
血統
母方祖父父

優等賞
1席

鹿児島県立
曽於高等学校

優等賞
2席

優等賞
3席

優等賞
4席

優等賞
5席

宮崎県立
小林秀峰高等学校

岩手県立
水沢農業高等学校

岡山県立
新見高等学校

島根県立
出雲農林高等学校

表5．特別区優等賞で
約
３
２
０
頭
、
肉
牛
の
部
で
約
２
０
０

頭
の
計
５
２
０
頭
と
、
１７
年
の
宮
城
全
共

と
同
程
度
を
見
込
む
。
具
体
的
な
開
催

地
や
会
場
は
今
後
決
め
る
。

ブースで事業をPRして
いた笹渡さん

担当者
一言
コメント 私たちは農家の皆さまと直に接する機会とし

て、このような場でＰＲしたいと思い、ブース
を出しました。高校生などこれからの畜産を
支える世代にも全農のことを少しでも知って
もらいたい、日本の畜産を盛り上げていける
ような関係性を将来にわたって長く続けたい
と考えています。

21

3

4

5

6

７

8

9

10

1

2

3

特別区の審査会場の様子

特別区の発表を終え、感極
まった学生たち

優等賞１席に輝いた曽於高
校の生徒ら

4

5

6

交流を深める農高生ら

和牛審査競技会、女性・後継者の部で最優秀賞となった武井洋太
さん（群馬県）（写真左手前）

和牛審査競技会、高校生の部で最優秀賞となった岡部美知留さん
（福島県立磐城農業高等学校）

会場に設置された全農ブース
全農が配合する飼料を確認する来場者㊧
展示を見学する学生ら
来場者に全農の取り組みを紹介するス
タッフ㊨

8

7

9

10

全農畜産生産部 推進・商品開発課 笹渡 翔 さん
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